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　本稿では、最初に、子どもが成長する歓びと喪失する哀しみとの二律背反に生きることの意味について、
児童文学を通して言及した。それに次いで、子どもにとっての絵本とその読み聞かせとは何かについて、
保育者が絵本を選ぶ目を磨くことの大切さを踏まえて、絵本の選び方について論及した。そして、絵本の
読み聞かせについては、丁寧な準備を行ったうえで、その読み聞かせの方法論の意味内容について考察し
たところである。
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はじめに―成長の歓びと喪失の哀しみについて
　『風にのってきたメアリー・ポピンズ』の児童文
学書の中で、「ジョンとバーバラの物語」が綴られ
ている。1）ジョンとバーバラは双子である。まだ 1
歳になっていない二人は、二階の子ども部屋のベッ
ドで寝かされていた。その双子は窓に差し込む日
の光と対話ができた。バーバラは、優しく頬をな
でるように動いていく日の光に、「あなたは、ほん
とに、やさしくて、気もちがいい！わたし、大すき」
といって、暖かい光の中に両手を差しのべるのだっ
た。日の光は「いい子だ」とバーバラの気持ちに
応えるように言った。
　そこに煙突のてっぺんに住んでいるムクドリが
やってきた。その双子とおしゃべり仲間のムクド
リは「ペチャクチャ、ペチャクチャ、またやって
るね！こんな、おしゃべりのところはありゃしな
い。この部屋じゃ、いつも、だれかしら、しゃべっ
てる」と言っている。それに対して、メアリー・
ポピンズは「おまえさんは、いったい、どうなん
だい？ 日がな一日―そうとも、それに、夜の夜な
かまでも、屋根のうえやら電信柱やら。ほえたり、
さけんだり、どなったり―のべつまくなしじゃな
いか。どんなスズメだって、まだましだよ。ほん
との話が。」と応える。このように、日の光もムク
ドリも、たとえ姿や形は違っても、メアリー・ポ
ピンズ、ジョンとバーバラと話を交わすことがで
きた。
　ジョンとバーバラのお話は続いていく。「ぼくら
のいうことは、ひとこともわからないんだもの。
それはまだいいとして、もっとひどいのは、ほか
の物のいうことが、わからないんだよ。ほら、つ
いこないだの月曜に、ジェインが、風のいうこと
ばがわかるといいなって、いってたじゃないか。」
とジョンはバーバラに話しかけた。それに応えて、
「おどろいたわ。そして、マイケルだって、いつも
いってるじゃない―きいたことない？―ムクドリ
が＜ピーチク＞いってるって。ムクドリは、そん
なこと、ちっともいいはしないし、わたしたちと
おんなしことばで話してるっていうのが、わから
ないらしいわね。もちろん、おかあさまや、おと
うさまにわかるとは思わないけど―あんなにいい
かたなのに、なんにも知らないのね―だけど、ねえ、
ジェインとマイケルぐらいは、わかりそうなもの
―」と言う。
　ジェインとマイケルは、二人にとって年の離れ
た姉と兄である。「まえには、わかったんですよ」
と、メアリー・ポピンズは二人の会話に入っていっ＊　四條畷学園短期大学　保育学科
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た。「木のいうことや、日の光のことばや、そして、
星や―もちろん、わかったんですよ！まえにはね。」
と言う。「だって、―だって、どうしてみんな忘れ
ちゃったの？」とジョンは考えた。メアリー・ポ
ピンズは「大きくなったからです。」とその理由を
言う。それに対して、ジョンは「ぼくは、大きくなっ
たって忘れやしないよ」と返答した。「いえ、忘れ
ます。」とメアリー・ポピンズは言い切る。ムクド
リもその会話の中にいて、「忘れるってことは、ど
うにもならないんだよ。いままでだって、満で一
つにもなって―せいぜいおそくってだが―まだお
ぼえてたって人間は、ひとりもいないんだから―
もっとも、あのひとは別だけど。」と、メアリー・
ポピンズを指して言う。
　そんな話に不安になったジョンは、「ほんとに、
なんなの、ぼくらも、もっと大きくなったら、あ
れがきこえなくなるの、メアリー・ポピンズ？」
と尋ねた。「きこえることは、だいじょうぶ。」「ただ、
意味がわからなくなるんです。」と、メアリー・ポ
ピンズが応えた。それを聴いて、バーバラは静か
に泣きだし、ジョンは目に涙を浮かべた。「ぼくは、
けっして、ほかの人のようにはならないよ。ほん
とだとも。みんなは、」「いいたいことを、いえば
いいさ。ぼくは、忘れるもんか、けっして忘れな
いよ！」と言い張った。「わたしだって。」と、バー
バラは応えた。「けっして。」と。しかしながら、数ヶ
月も経たず、ジョンとバーバラはムクドリと心を
交わすことができなくなった。「泣いているのね？」
とメアリー・ポピンズにからかわれながら、ムク
ドリもまた、涙ぐみながら二人のもとから飛び去っ
ていった。
　ジョンとバーバラが「おりこう」になり、歯が
はえることを歓ぶおかあさんと、二人と話ができ
なくなったことに涙ぐむムクドリとは、生きとし
生きる生命あるものが生きる姿として表裏一体で
はないだろうか。おとなは、かつて子どもの時代
があり、自然とともに生きる生命あるものと交歓
していたことを忘れ去って、平然としている。子
どもの成長を無邪気に歓ぶおとなの姿こそ、問わ
れてくるのである。つまり、成長する歓びとは、
喪失する哀しみを伴うものだといえるだろう。敷
衍して言えば、人が何かを得るということは何か
を失うということへの覚醒が必要だと考えること
ができる。逆接的にいえば、人は何か大切のもの
を失うことによってしか何か別の大切なものを得
ることは困難なのだという自覚と認識が必要では
ないだろうか。
　子どもが成長するとは、子ども自身の内にある
生きる力を自らが育んでいくことであり、私たち
はその成長の中に、“人間としての希望”を見出す
ことができるだろう。他方において、子どもが自
らの成長の歓びとそれを見守るおとなの希望の発
見の代わりとして、あまりにも失うものの大きさ
にその哀しみを噛みしめ続けることにも、人が人
として生きることの意味のひとつがあるのではな
いだろうか。
1．絵本を選ぶ目を磨くに先立って
　児童文学の「編集職人」である松居直氏は、絵
本論について次のように指摘している。
　 　絵本と幼児の関係を考える上で、“絵本は子ど
もに読ませる本ではなく、おとなが子どもに読ん
であげる本”だという認識に立つことです。2）
　絵本を子どもに読む意味について、松居氏は、
読み手と聴き手が“共に居る”ということにその
意味を求めている。子どもは親をはじめとする身
近なおとなと一緒にいることが大きな歓びであり、
自分にとって大切な人の口から楽しい物語が語ら
れれば、最高に幸せな気分に浸るという。それは
子どもが独りで絵本を読んでいるのとは較べもの
にならないほどに充実した体験だという。こうし
て誰かと共にいて、ゆたかな言葉に包まれ、人と
しての交わりのかけがえのない経験をしてこそ、
温かくて豊かな心をもった人に育つと指摘する。
　確かに読書は言葉を聴く力を身につけることか
らはじまるものである。子どもが字を覚えたとき
こそ、おとなが本を読む絶好の機会だし、何より
も読み手が共にいてくれるという最高の幸せがそ
こにはある。幸せを一杯に経験した子どもは、きっ
と人を幸せにする言葉の使い手となると松居氏は
指摘する。
　おとなは絵本の中の言葉を読んでいるが、ただ
読んでいるのではなくて、絵本の中の言葉にいの
ちの成長を育みつつある子どもへの愛おしさを込
めての親心を添えて読んでいるのではないだろう
か。そんな親の心の籠った言葉を耳から聴き、絵
本の絵をその眼差しでじっと見つめて読んでいる
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子どもは、絵本そのものをストンとその胸に納め
るかのように、心の中で能動的に読んでいるとい
える。
　親子読書・文庫活動の実践を続ける山崎翠氏は、
「育ちゆく子どもの魂のふるえ、おののきに触れる
親のゆったりした感受性こそが、子どもの育つと
きの、わが子の心の栄養になるのではないかと思
います。」3）と、親が育ちゆく子どもの魂に触れる
ことの大切さについて言及している。
　確かに、子どもが言葉を聴く力を身につけると
は、絵を読もうとする意欲に漲らせて聴きいるこ
とと密接に関わっている。そのいのちのリズムに
感応する言葉とそれを聴く力を豊かに育てること
と併せて、感受性が豊かで、何事に対しても意欲
的に取り組んでいこうとする子どもに育てること
こそ、読書好きで、温もりのある心をもった人間
を育てることにつながってくるといえる。
　ここで、保育と関わっての絵本について考えて
いくことにしよう。それには、保育者が絵とそれ
に載せた言葉を読んで好きになり、共感できるよ
うな絵本を選ぶことが大切になってくる。保育者
が好きにならないし、その内容に感動したり共感
したりできない絵本を、どんなに上手に読み聞か
せをしても、子どもが楽しむことはできないもの
である。
　だから、保育者が“いいお話だな”、“子どもに
ぜひ読み聞かせたいなあ”と思うような内容を伴
う絵本であるとともに、子どもと感動を分かちあ
えるような絵本を選び、そこで感じ取った言葉を
心に載せて子どもに語りたいものである。保育者
が自らの生き方と重ねて、その歓び、哀しみ、悔
しさなどの様々な思いを絵本の中の言葉に託して
語ることで、子どもは保育者の人格をまるごと感
じ取ってくれるのではないだろうか。
2．絵本の選び方について
　そもそも絵本とはそこに書かれている字を読む
のではなくて、絵を読むものである。子どもたち
一人ひとりが読んでいる絵とは、美的センスが自
ずから身につく意図をもって描かれたものであ
る。そのことを子どもに寄り添っていえば、子ど
もは絵を見ているというよりも、絵に込められた
作り手のメッセージを絵の中に読んでいるといえ
る。保育者が繰り返し読む絵本に乗せて語る心の
こもった美しいリズミカルな言葉から、子どもは
イメージを膨らませていくのである。
　保育者の言葉を耳から聴き、絵を読んでいる子
どもにとって、わかりやすく、面白くて、物語の
運びにリズム感があり、リズミカルな言葉の繰り
返しがある絵本を選ぶことが大切である。それと
ともに、絵が子どもにそのストーリーを語りかけ
てくれるような内容のものを選ぶことも重要だと
いえる。というのは、子どもは絵を通して、展開
される物語とともに、その豊穣な言葉の世界に入っ
ていくからである。絵について、保育者が見て、
ほのぼのとした中にも暖かさを感じ取られるよう
な絵がつけられているものが良いだろう。しかし
ながら、その絵がどれほど豊かにそのストーリー
を表しているのかといったことがより大切になっ
てくるのである。
　だから、そのような文と絵とがバランスがとれ、
しっくりと溶けあっているとともに、絵がストー
リーを語っているような絵本を選びたいものであ
る。つまり、絵を見るだけでも、ストーリーの流
れをしっかりと感じ取られたり、その内容が伝わっ
てきたりするものや、話のわかりやすいものを選
んでいきたいということである。それだけに、色
合いよりも形が大切になってくるといえる。とい
うのは、絵の中でストーリーを語る力の要素をよ
り強く持っているのが形だからである。色合いは、
形をより効果的にするとともに引き立てるもので
ある。例えば、『もりのなか』『100 まんびきのね
こ』『はなのすきなうし』『いたずらきかんしゃちゅ
うちゅう』といった古典的ともいえる絵本などは、
色のないことが却ってストーリーを語ってくれ、
読み取りやすくしているのである。
　また、絵本を選ぶ時に、絵本それ自体の大きさ
も重要な要素になってくる。というのは、サイズ
の小さな絵本は保育者が多くの子どもたちの前で
の読み聞かせをするのには不向きだからである。
その意味で、ある程度の大きさがあり、少し離れ
たところからでもかなりの程度その絵の細部が見
えるような絵本を選ぶことも大切なポイントに
なってくる。
　思うに、すぐれた絵本とは何かについて、児童
文学者の渡辺茂男氏は次のように述べている。
　 　すぐれた絵本には、人間が人間であるために、
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いちばん大事な情緒と想像力と知恵が、いちば
ん単純な、いちばんわかりやすい、いちばん使
いやすい形でこめられています。絵と言葉の織
りなす物語が、子どもの心に直接はたらきかけ
ます。4）
　渡辺氏の指摘を踏まえていうと、子どもが絵本
の絵を読んだり保育者の言葉を耳から聴いたりし
ながら、抵抗感なくファンタジーの世界に入れ、
夢を広げるとともに空想の翼をもって羽ばたくこ
とができる絵本がすぐれたものであるといえる。
　とは言うものの、読み手である保育者の基礎的
な資質と主体的な力量によって、絵本それ自体が
もっている価値が高まることもあれば低くなるこ
ともあるだろう。それだけに、その絵本の選び方
について、想像力と創造力を豊かにするとともに、
言葉も豊かになり、生活の様式としての文化とい
うものを感じ取られるような絵本を選ぶ保育者の
目を磨いていくことが大切になってくる。保育者
の資質と力量を培っていくためには、保育者がよ
り絵本を好きになり、絵本が繰り広げる世界を楽
しむことが必要になってくるといえる。それとと
もに、絵本以外の書物についても幅広く読書をす
る習慣を身につけていきたいものである。
　絵本の中で、春夏秋冬といった四季折々の季節
感があり、その季節に見合った行事に関するもの
や、子どもの興味や関心のあるものを選ぶことも
大切になってくる。そのように、保育者はその時
季に見合って、創意工夫をしながら絵本を選び与
えることが大切になってくる。そうは言っても、
子どもの年齢とその発達に即した課題に見合った
内容や話の長さでないと、子どもたちは、絵本に
興味や関心を示さず、嫌になったり集中して耳を
傾けなくなったりしかねないので、そのことにも
留意する必要がある。
　絵本の選び方として、欧州の図書館では「親子
三代読み継がれている本」がすぐれた本だといわ
れている。日本のそれでは「成人式を迎えた本」
が良いとよくいわれる。そのことについて、渡辺
氏は次のように言及している。
　 　読みつがれてきたすぐれた子どもの本は、そ
れぞれに、子どもの心に直接ひびく表現で人間
について語り、さまざまな生活環境と人間関係
のなかで子どもたちの育つさまを描いています。
それだからこそ、このような本は、時代を越え
て読者の子どもたちを喜ばせ、読みつがれ、子
どもの心を育ててきたのです。5）
　子どもの心育てとしての絵本の最後のページに
ある「奥付」を見ると、出版社名などとあわせて､
何年何月何日初版発行と必ず書かれている。それ
は、その絵本がはじめて世に出版された日付であ
る。また、何刷り発行というのがあり、それは今
まで何回繰り返して印刷されたのかということを
表わしている。その回数が多いということは、そ
の絵本が長い間にわたって、子どもたちをはじめ
として、多くの人々に支持されてきたことを意味
している。また、大抵の場合、そのような絵本は
その時代の星霜に耐えた不易（時代を越えて変わ
らないもの）ともいえる“本物”である。その意
味で、色々な絵本の中でも奥付の回数の多いもの
を選ぶことが大切になってくる。
　自分で図書館や書店の店頭で自分の手にもって、
絵を読んだだけで物語が自らの胸にストンと落ち
るような絵本を選ぶことが重要である。しかしな
がら、大きな書店や絵本の専門店以外の書店では、
人気のある売れ筋の絵本を中心に並べられており、
その他の絵本はあまり多くは置いていないという
傾向にある。そのような理由から、絵本がたくさ
ん揃っている公共図書館や子どもの絵本や児童文
学の専門店などで、いろんな絵本に出会い触れて
いきたいものである。
　また、インターネットを活用して絵本の選び方
を検索したり、本の一覧を参照にしたり、新聞な
どに紹介されている新刊の書評を参考にしたりす
ることも、絵本を選ぶひとつの方法であるといえ
る。とは言っても、インターネットで薦める絵本
のリストの中には販売を主たる目的としたものが
あるし、新刊の書評もどちらかといえば話題性な
どを重んじる傾向があり、必ずしも子どもに読み
聞かせをしたいという絵本が紹介されているとは
限らないといえる。
　絵本の選び方について、結論的にいえば、耳で
聴いて目に見えるように語られている絵本こそが、
子どもに何ら抵抗感を持たずに想像の世界へと
誘ってくれるといえる。“本物”の絵本を選ぶため
には、子どもに寄り添い、子どもの目の高さで絵
本の作り手のメッセージがどう伝わっているのか
を感じ取ることが必要になってくる。それととも
に、保育者（おとな）の目で作者が語ろうとして
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いるものに共感できるかどうかということとを重
ねあわせて絵本を選ぶことが大切であり、その選
ぶ目をより磨いていきたいものである。
3．絵本の読み聞かせとは
　そもそも絵本の読み聞かせとは、保育者と子ど
もの心の架け橋にあたるものである。言い換える
と、絵本を仲立ちにして、読み手である保育者と
読んでもらう子どもの心の通いあいにあたるコ
ミュニケーションを大切にするものである。だか
ら、まず保育者が文芸作品の様式上の種別、部門
といえる多様なジャンルの読書を好きになり、そ
のことに触発されて、お話を好きになることが大
切である。そして、絵本を読むことについては、
一方的に読むというよりも、“子どもと心で接する”
とともに“子どもと心を交わらせる”という気持
ちで読むと、子どもも作り手の心のこもった絵を
目で感じて、しっかりと絵とその背後にある伝え
たい思いのこもった言葉であるメッセージを読み
取るといえる。
　絵本の読み聞かせは、ある意味で、保育者が緩
歩の心でもって、ゆったり、ゆっくりと子どもの“心
田を耕す”礎を形づくるようなものである。読み
聞かせの内容が時には難しくてその理解がやや困
難なものでも、子どもにとって保育者の絵本を読
む声を心地よく聴いて、絵を読みながらその心が
満たされることも少なくないといえる。その読み
聞かせについて、保育者と子どもとが一対一の場
合もあれば、子どもが集団で絵本の絵を読んだり
保育者のお話を聴いたりする場合もあり、そのど
ちらも大切なものだろう。というのは、絵本の読
み聞かせによって、どちらの場合でも子どもたち
一人ひとりが楽しんだり感動を分かちあったりす
ることができるからである。
　そうして考えていくと、読み聞かせとは、乳幼
児期の子どもにとって“耳からの読書”にあたる
ものといえるのかもわからない。そこでいう読書
とは、単に書物を読むということではなくて、心
の中に思い浮かべる像といえるイメージを膨らま
せるとともに、そのイメージを操作する想像力と
創造力のなせる業に深く関わってくるものだとい
える。保育者の心のこもった言葉を耳から聴くこ
とで、子どもは文字が読めなくてもイメージを日々
の生活の中で蓄えていくことができるものである。
絵本の場合、子どもが必要とするイメージを支え
るとともに、深めながら広げてくれる絵の世界が
ある。その絵が繰り広げる世界を子どもの目で感
じ取っているのだろう。
　保育者は、作者が絵本に託した心を子どもに、
その読み聞かせを通して、しっかりと伝えたいも
のである。作者のメッセージ性を伴った意図も考
えながら、一言一句をおろそかにしないで、大切
にして読んでいくことが必要である。というのは、
子どもは耳から聴いて、能動的に見つめる目で感
じて絵を読むのであり、保育者の言葉そのものを
吸収し、イメージを豊かにしていくからである。
　絵本を子どもに読むときは、その絵本を何回も
読み込んで、内容はもとより作者の意図すること
をしっかりと把握することが大切である。という
のは、読み聞かせは、慣れないと読むだけで精一
杯になってしまい、その字面だけを読んでしまい
かねないからである。保育者が絵本を読み込んで
感じ取ったものを、子ども一人ひとりに感じ取っ
てほしい、知ってもらいたい、分かってほしいこ
ととは何かを十分に理解したうえで読み聞かせる
ことが必要である。そうすると、子どもたちの様
子やその場の雰囲気を感じる余裕も自ずからでて
くるといえる。
4．絵本の読み聞かせに先立つ準備について
　絵本の読み聞かせに先立って、まず準備をした
いこととして、お話が表紙の絵から始まり、裏表
紙の絵まで続いている絵本もあり、汚れている
ところや破損しているところがないかどうかを
チェックしたいものである。新しい絵本は折り目
をつけて、開きやすくするといった工夫や配慮を
するとよいのではないか。言い換えると、絵本が
きれいに開かないと、絵が良く見えないし、読ん
でいても絵本が持ちにくいものである。
　以前に読んだことのある絵本でも、読み聞かせ
をするに先立って、必ず目を通したり、実際に読
んでみたりすることが必要だろう。というのは、
読みにくい言葉などは、実際に声に出してみない
とわからないからである。そうすることが“子ど
もたちへの礼儀”である。前に読んだことのある
絵本だから、読んでみなくてもよいといった考え
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方こそが“子どもたちへの礼儀”に反していると
いえる。そのようにして、できるかぎり保育室な
どにおいてある本は、すべて一度は目を通してお
きたいものである。絵本は子どもたちの成長・発
達に大きな影響を与えるから、それくらいの心構
えをもってちょうどよいのではないだろうか。
　絵本の読み聞かせに先立つ注意点として、子ど
もたちの方を向いて絵本を見せているので、子ど
もたちの顔を見て反応をみるためには、絵本の内
容を覚え、子どもに語りかけるようにしていきた
いものである。その際の絵本の持ち方として、縦
書き（右開き）の本は左手、横書き（左開き）の
本は右手で持つのが基本だが、できるかぎり読み
手の身体の前に絵本がくるように配慮しつつ、絵
本が持ちやすい持ち方で良いのではないだろうか。
その時に注意したいこととして、絵本がぐらつか
ないようにしっかりと持ちたいものである。とい
うのは、本がぐらぐらしていると、子どもはお話
に集中できないからである。また、支える指で絵
を隠さないような配慮が必要である。片手で本の
背の下側を持ち、親指のつけ根にもたせかけるよ
うにし、開いたページを残りの４本の指で押える
と読みやすいだろう。絵と一緒に見える指に色の
濃いマニュキアやネイルアートを施していると、
絵を読んでいる子どもたちの集中力が欠けやすく
なるので、それらは避けたほうがよいといえる。
　保育者は子どもたち全体を十分に見わたせる位
置、隊形などに心がけることが大切である。子ど
もの側に寄り添って言えば、絵本が見えないと、
楽しさが半減してしまうものである。また、“後ろ
にも目をもつ保育”を心がけて、保育者の後ろには、
できるかぎりものの少ないところを選ぶ方が、気
持ちを落ち着けて絵本を見ることができる。そし
て、“子どもの目の高さでの保育”と関わって、絵
本の高さと子どもたちの目の位置に配慮していく
ということが大切である。例えば、扇形や輪状に
机を出して椅子に座っている時もあれば、床に座っ
ている時もあるといったように、その時々に応じ
て保育者も自分のいる位置や絵本の高さを考えて
読むといったことも重要になってくるのである。
　本を持つ角度としては、まっすぐかやや前に傾
けていく方がよいといえる。というのは、後ろに
反らせて絵本を読むと、保育者の側からは読みや
すいが、子どもたちにとって蛍光灯などの光が反
射して、絵本が見にくくなるからである。また、
外の光りが強くて、陽射しが保育室に入ってくる
時、カーテンなどを引いて、その光りを遮るといっ
た配慮もしていきたいものである。それらのこと
と併せて、廊下の軋む音や騒音などを極力遮る環
境づくりをしていきたいものである。そして、み
んなが保育者の読み聞かせを静かに落ち着いて聴
けるように、隣同士でお話をしないなど、最低限
のルールを決めておくことも必要である。
　絵本の読み方として、児童文学者の松岡享子氏
は次のように言及している。
　 　ふつうは、いきなり本文からはいらず、表紙
をみせながら題をいったあと、見返し、タイト
ルページ（＝本扉。本の題名、著訳者名、出版
社名などが書いてあるページ）と、順にめくっ
ていって本文にはいります。本によっては、タ
イトルページの前後に、もう１ページ、本の題
だけ、あるいは絵だけのページがあるものがあ
ります。たとえば、『どろんこハリー』や、『三
びきのやぎのがらがらどん』など。表紙から本
文に至るこれらのページは、瀬田貞二先生のこ
とばを借りれば、一軒の家の門から玄関に通じ
る道のようなもの。本によっては、なかなか凝っ
たたたずまいをもっているものがあります。6）
　確かに、絵本は、表紙、見返し、タイトルペー
ジ、本文、裏表紙の全部でひとつの物語を形づくっ
ている。松岡氏が指摘するように、保育者は、本
文だけではなくて、表紙やタイトルページなども
大切にして、絵本を子どもたちに見せたいもので
ある。絵本の中には、表紙と裏表紙とが続きの絵
になっていたり、物語をより一層広げていく効果
があったりするものがあり、表紙と裏表紙をもっ
て見せることがあってもよいだろう。その中でも、
とりわけ、表紙のタイトルをきちんと読むことで、
文字（書き言葉）に興味や関心のある子どもは、
表紙の文字にも興味を示すといえる。また、中表
紙の絵及びタイトルもきちんと見せたいものであ
る。というのは、その絵が物語にとって重要な位
置を占めている場合もあるからである。
　これまで言及してきたことからわかるように、
絵本は心をこめて読むことが大切である。絵本は
子どもたちの心に語りかけ、豊かな感受性を育て
ていく大切な役割を担っている。だから、保育者
が読み聞かせ以外のことに気持ちを奪われたり、
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落ち着かなかったりしたままに読むと、そのこと
が必ずといってよいほどに言葉に出てくるもので
ある。読み聞かせをする技術を身につけることは
大切だが、それ以上に子どもの心に語りかけると
ともに、子どもの心の声に耳を傾けることがもっ
と大切だといえる。
5．絵本の読み聞かせ方とは
　ここで、絵本の読み聞かせ方について考えてい
くことにしよう。「いまから、絵本を読むよ」といっ
てすぐには読まずに、まず、絵本のタイトルを言っ
たり、表紙を見せたりして、「みんな、この絵本を
知っているかな」「どんなお話かな」といったよう
に、子どもたちの興味や関心を十分にひきつけて
から、絵本を読みはじめたいものである。保育者
が肩の力を抜いて、絵本の内容に興味をもつよう
に導入していくと、ただ読むだけというのとは違っ
て、子どもたちの聴く態度も自ずから変わってく
るといえる。そうしてから読みはじめると、子ど
もたちも興味をもって見聞きすることができるだ
ろう。その導入がスムーズにいくと、読む側と聴
く側の気持ちが一体となってくるのである。
　絵本を読み聞かせる時、絵本をめくる早さにつ
いて、ゆったりとした中にも、メリハリをつけて
いきたいものである。また、保育者がアドリブで
言葉をつけ足したり、読み飛ばしたりしないで、
書かれている通りに読むことも必要である。絵本
の読み聞かせの技術では、間のとり方がとりわけ
大切である。読み聞かせのスピードについて、ゆっ
くりすぎると思うくらいの気持ちで心を込めて読
むということである。というのは、気がつかない
うちにどんどん早口になってしまいかねないから
であり、ゆっくりと読むことに心がけたいもので
ある。絵が物語っていることもあるから、文（言
葉）が少なかったり、なかったりするページもゆっ
くり、ゆったりと子どもが絵を読めるように見せ
たいものである。そして、後ろの方で見ている子
どもの心にも届くような声で、言葉を明瞭にして
読むことである。
　登場人物に応じて声に変化をつけて読むことに
ついて、賛否が分かれるところである。登場人物
に応じての声色によって、子どもの興味や関心を
促すのと、その内容を理解するのに役立つという
考え方が一方にある。他方において、それによっ
て、子どもたちが保育者の演出を楽しみにしてし
まうので、淡々と読み聞かせをする方がよいといっ
た考え方がある。そのどちらにも言い分があるが、
保育者が大声や大げさな感情移入、声色、身振り
など、過剰な演出をしないで、その情景が描ける
ように、登場人物に応じて声の高低などで調子を
変える時と場合があってもよいのではないだろう
か。保育者が心を込めて読めば、自然と声そのも
のに表情がでてくるもので、意味のある言葉とし
て子どもの心に届くものである。その意味で、場
面ごとのメリハリに気をつけて読み聞かせをして
いきたいものである。
　絵本を読んだ後は、子ども一人ひとりがその余
韻に浸ることを楽しめばよいだろう。それをゆっ
くりと味わいながら、「おもしろかった」「また、
読もうね、今度は何にしようかな？」といったよ
うに、次に期待を持っていくように言葉かけをし
てもよいといえよう。しかしながら、必要以上に
子どもに問いかけなくても、十分に子どもの心の
中に響くものが残っていくのである。その意味で、
子どもたちが物語の世界に入っている状態のまま
に少しの間だけ委ねておいて、色々と感じるとと
もに考える時間を分かちもつことが大切である。
だから、絵本によっては、「何がかいてあった」「○
○がどうしたのかな？」といったような子どもへ
の問いかけは避けた方がよいのではないだろうか。
また、むずかしい言葉づかいや絵本の内容に好ま
しくないような解説をつけ加えないことも肝要で
ある。
　保育者は絵本の読み聞かせのあとで、その日の
うちに記録をつけることに心がけたいものである。
なぜなら、次に絵本を選ぶときの参考になり、前
回と同じ絵本を選んでしまうようなことも防ぐこ
とができるからである。記録の内容としては、読
み聞かせを行った日付、読んだ人、読んだ絵本、
お話を聴いた人数、反応や感想などである。
　ここまで言及してきたように、子どもたちは、“お
話の世界”を通して、イメージをいっぱいに広げ、
ワクワクしたり、ドキドキしたり、ニコニコした
り、ハラハラしたりしながら、色々な思いを経験
していくといえる。また、お話を聴く力を身につけ、
ものを観察する力も育っていくだろう。そのよう
に、絵本は、子どもたちのイメージや夢を広げる
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とともに、子どもにとって身につけてほしい大切
なものを心の中に確実に育んでくれるものである。
それが子どもの心を育てるものとしての“絵本の
もつ力”といえるのではないだろうか。それだけ
に、保育者も楽しみながら、心そのものが形となっ
た手づくりの文化を子どもに与え続ける努力をす
ることで、絵本をはじめとする読書が好きになる
習慣を身につけたいものである。
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